
 

古典の日（11/１）・文化の日（11/3）・読書週 
間（10/27～11/9）など本を身近に感じられる 
11 月が始まりました。秋物の服を選ぶように、図 
書館で様々な本を手に取ってみませんか？ 

ウィンドウショッピングならぬブラウジング（図書館用語で【気に
なる本を手に取り読む行為】）を楽しみましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

古典の日は、２００８年に源氏物語ができて千年になったこと 

をきっかけに制定されました。 
源氏物語は平安文学の傑作として今日まで受け継がれ、現代語 

訳の試みも盛んです。円地
え ん ち

文子
ふ み こ

さん、瀬戸内寂聴
せとうちじゃくちょう

さん、田辺
た な べ

聖子
せ い こ

 

さんなど名だたる女流作家の方々が源氏物語を描き直しています。 
最近のものでは荻原規子さん 

の『紫の結び』（全３巻）が、 
紫の上と源氏の関係を中心に 
源氏物語を再構成した小説です。 
作家が自分なりに源氏物語を 
描き直したい、と考え、挑戦 
するのは源氏物語自体がとても 
魅力的なストーリーや登場人物 
をもっているからでしょう。 

原文で読みたい方には「新編 
日本古典文学全集」２０～２５巻 
に収録されているものが、原文と 
訳文、注が一つのページで読める 
のでおすすめです。手軽に読みた 
い人には源氏物語の漫画化作品と 
して定番の『あさきゆめみし』も 
あります。 
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小学館   
新編 
日本古典文学全集 

２０～２５巻 

『源氏物語 
１～６』 

紫式部/著 

講談社 

『あさき 
ゆめみし』 

源氏物語完全版 

大和 和紀/著 



 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■『被災
ひ さ い

犬
けん

「じゃがいも」の挑戦
ちょうせん

』  

          山口
やまぐち

 常夫
つ ね お

/文
ぶん

 

■『ジオパークへ行こう！－火山
か ざ ん

や 

恐 竜
きょうりゅう

にあえる旅
たび

－』林
はやし

 信
しん

太郎
た ろ う

/著
ちょ

 

■『しゅくだいかけっこ』 

         福田
ふ く だ

 岩
いわ

緒
お

/作
さく

･
・

絵
え

 

■『仕事
し ご と

を選
えら

ぶ 

 －先輩
せんぱい

が語
かた

る働
はたら

く現場
げ ん ば

６４』 

   朝日
あ さ ひ

中学生
ちゅうがくせい

ｳｲｰｸﾘｰ編集部
へんしゅうぶ

/編著
へんちょ

 

■『ＮＨＫカガクノミカタ １ 

         観察
かんさつ

してみよう』 

   ＮＨＫ「ｶｶﾞｸﾉﾐｶﾀ」制作
せいさく

班
はん

/編
へん

 

 

■『猫庭ものがたり』手島 姫萌/著 
■『登校しぶり・不登校の子に親が 
できること』  下島 かほる/監修 
■『体が整うツボの解剖図鑑』 
          福辻 鋭記/著 
■『父親の科学－見直される男親の 
子育て－』  ポール･レイバーン/著 
■『素敵にアレンジ マスキングテ 
ープをもっと楽しむ本 新版』 
         フィグインク/著 
■『ラグビーのルール 改訂新版』 
日本ラグビーフットボール協会/監修 
■『大分断－格差と停滞を生んだ 
「現状満足階級」の実像－』 
       タイラー･コーエン/著 
■『ナチュリラ ｖｏｌ．４７（２０１９秋号） 
    お気に入りだけのワードローブをつくろう』 
■『餃子、春巻きレシピ』       堤 人美/著 

■『あやしいぶたのたね』 

  絵
え

本館
ほんかん

   佐々木
さ さ き

 マキ/作
さく

 

■『おおきなドーナツ －ふたご 

まじょソランとサラン－』 

      はた こうしろう/絵
え

 

■『ハロウィーンくまちゃん』 
  デイヴィッド･ウォーカー/え 

 

■『流浪の月』            凪良 ゆう/著 
■『夏物語』           川上 未映子/著 
■『トリガー 上･下』         真山 仁/著 
■『決断の刻（とき）』        堂場 瞬一/著 
■『アスリーツ』        あさの あつこ/著 

宇宙線というのは宇 
宙を飛んでいるすごく 
小さい粒。宇宙線を見 
るためにカミオカンデ 
という大きな装置だっ 
てある。 

百年前は霧箱という装置を使ってい
た。霧箱は自分で作る事が出来るし観測
もできるという物。宇宙線の説明もわか
り易く紹介されているお勧めの一冊。 

 

 

■『アポカリプス･ウィッチ』     鎌池 和馬/著 
■『ようこそ実力至上主義の教室へ １１．５』 
                  衣笠 彰梧/著 

『川っぺり 
ムコリッタ』 
講談社 

荻上 直子/著 
 

『盲剣楼奇譚』 
文藝春秋  

 島田 荘司/著 
 

『読書する人 

だけが 

たどり 

着ける場所』 

SB ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ 

齋藤 孝/著 

『「文系
ぶんけい

？」 

 「理系
り け い

？」 

に迷
まよ

ったら 

読
よ

む本
ほん

』 

 ＰＨＰ研究所
けんきゅうじょ

 

竹内
たけうち

 薫
かおる

/著
ちょ

 

 


